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東海大農紀要 31: 21 -29 (2012) 

来園者を対象とした動物園の展示方法に関するアンケート調査

伊藤秀一・小川杏美・平田彩夏・間本智伸

Survey on zoo exhibition methods for visitors 

Shuichi lTo， Azumi OOAWA， Ayaka HlRATAラ ChinobuOKAMOTO 

(Received 30 September 2011; accepted 1 December 2011) 

The rearing conditions of zoo animals are considered to give rise to abnormal b巴haviordue to the lack of stimulus compared 

to conditions in the wild. Thus in recent years there have be巴nattempts to introdllce management methods called ecological 

exhibits to recreate natural conditions at zoos. However， as opportunities to see animals may severely decrease if animals 

remain hidden under this management method， use of the zoo may decrease when zoo visitors stress the importance of “seeing 

the animals." In this study， surveys were conducted at animal rearing and recreation ground complex facilities to understand 

zoo visitor expectations of zoos. Survey items included questions on (1) visitor attributes， (2) zoo usage frequency， (3) 

reasons for visiting zoos and (4) visitor expectations of zoos. Number of Guests in experimental period was 9548. The 

number of questionnaires collected was 972. Regarding conditions in which animals become harder to see as their rearing 

conditions approach conditions in the wild， analysis revealed approximately the same number of respons巴sbetween“It¥入lould

be better to see the animals" and“it is okay if the animals are hard to see." Regarding the kinds of animals which visitors 

wished to see，“animals which are lively， yet can be fOllnd in any zoo" received more responses than “animals which are rare， 

yet sleeping." 

緒言

近年の動物園では娯楽施設としてだけでなく，種の保

存や環境教育，さらに各種の研究を行う場所としての役

舗が求められている(1).これらの役割を果たすため

には，動物は出来るだけ野生環境にいる状態に近い行動

を発現する必要があるとの指摘がある. しかし動物闘で

の錆育環境は野生と比べると狭く，エサも決まった時間

に与えられることなどにより 銅育されている動物は探

査行動を発現させることが少ない 野生のアメリカクロ

クマは l日18時間以上を採食に費やす (2，3)にも関

わらず，動物園の環境では採食行動に費やす時間が少な

くなることから，異常行動が発現することが報告され

は， 5)，その異常行動は動物と本来の生息環境とは異

なる飼育環境との相主作舟によるものであることが報告
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されている (6). 

そこで，動物園では環境エンリッチメントと呼ばれる

錦育システムが導入されている(7， 8). 環境エン

リッチメントの導入は，その動物本来の行動や能力を発

現可龍な環境で飼育する事を目的としているが，特定の

環境エンリッチメントを継続的に行うだけでは，慣れに

より再び異常行動を発現することが報告されている (9，

10) .近年では，可能な範罰で野生環境を再現した飼育

施設のもとで，野生状態での行動や習性を発揮させるこ

とを目的とした，生態的展示という手法が試みられてい

る 生態学的展示方法によりタマリンの休息時間が減り，

行動が活発になったこと (11)だけでなく，野生環境に

近づけた麗示方法は来園者の関心を刺激する(12) との

報告もあることから，より来間者が興味をもっ展示方法

であると言える 一方で¥野生環境に近づけた飼育法は

錦育施設の構造が複雑化することから，設置した施設が

ブラインドとなり，来菌者が動物を自にする機会が減少

-21-



伊藤秀一・小)11杏美・平田彩夏・岡本智伸

する可能性も考えられる.動物留を訪れる来闘者の目的

が，動物体を近くから見ることであるとしたら，この展

示法が利用客の減少を招く可能性も考えられる.

来閤者に対する動物園の展示方法に関する意識調査で

は，動物が見えないより見える方が，来罰者の訪問継続

時間と観賞継続時龍は有意に長くなるが，動物は見えに

くいが自然環境を摸した展示の方が，動物はよく見える

が味気ない展示より，観賞継続時間が長くなったことや

(13) ，自然的な展示を見た来閤者は伝統的なケージ展示

を見た来園者より，動物が見えても見えなくても長く動

物を探し，見つかった場合はより長く観察したことが報

されている (14). しかしいずれの調査も欧米で行

われたものであり，わが国においては，動物園の展示法

に関する言語査はほとんど行われていない. 日本は欧米と

は異なる独自の動物観を持っていると言われることから，

来留者が動物闘に求めることも異なることが考えられる.

そこで本研究では，我が罰における動物閤動物の飼育

を発展させるための基礎的知見とするため，来i弱者に対

するアンケート調査を実施し動物の展示方法への好み

や，見たい動物の種類などについて，回答者の属性との

クロス集計を行った.

材料および方法

1.アンケ…ト実施施設

本訴査は，熊本県阿蘇市内にある動物館育と遊爵地等

の複合施設において，動物器楽留者を対象として実施し

た.この施設は， 3館所の動物ショー施設， 7笛所の動

物ふれあい施設， 2箇所のアトラクションと，複数筒所

の食事や買い物施設で構成され，約100種類約800頭の動

物が飼育されていた.

2. アンケート艶付方法

アンケートの配付および密l況は，施設の営業時間であ

る10:00から16:30頃まで来留者の入器時に行った調

査は，休日は平日に比べて幅広い年齢層であることや，

表 1 回答者の属性

質調

回答者の年齢
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動物闘に対して専門的な知識を持たない来握i者が多いと

考えられたことから， 2010年11月の土曜および日曜日で

ある13，14， 20， 21， 27日に行った

アンケートは盟内の入退園口付近で配布およびi回収し

たアンケート用紙は 2から 3人で、配布し謂査者 l人

が入場した来園者 l組に対して人数分のアンケート用紙

を手渡した.基本的に全ての来園者を自己布対象としたが，

団体での来罷者には制限時間が設けられていることから，

毘l況が罰難であると考え，配布しなかったまた，未就

学児に対する配布も行わなかった

3. アンケ…ト調査内容の詳細

調査項目は(1)楽園者の属性に関する項目:年齢，

性別，動物の絹育経験(2)動物留の利用頻度に関する

項目:過去 l年間にこの施設とその他の動物園への訪問

問数 (3)来園の目的に関する項自・この施設に来た目

的(4)来悶者が動物園に求めている内容に関する項

目:[8]答者の考える「最も良くない動物闘Jについて，

好きな動物のタイプ，動物展示方法に関するものとした.

4. 集計および統計解析

質問ごとに人数を単純集計した.さらに，本研究での

主要な自的である「動物の宣言j育環境を野生環境に近づけ

るために，隠れ家を作ったり，樹木を増やしたりすると，

来悶者側からは動物が見えにくくなります.このことに

ついてどう思いますか?Jおよび fどちらのタイプの動

物を見たいと思いますか?Jの2つの質問項目について

は，その他の質問でクロス集計した後，カイ 2釆検定を

おこったー

結果

1.単純集計による解析結果

アンケート調査を実施した 5日間の来閤者数は9548人，

毘布数は5383人，開収数は972人だった来園者数に対

しての回収率は約10.2%，配布数に対しての密収率は約

回答 人数 割合

10歳未満 57 5.9 

10ft 63 6.3 

20代 192 19.9 

30代 284 29.5 

40代 184 19.1 

50代 102 10.6 

60歳以上 82 8.5 
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18.1%だった 来富者は30代が29.5%と多く(表1).

性別は56.8%と女性の方がやや高かった(表2).動物

を飼育している割合は38.5%で，以前飼育していたこと

がある44.1%と合計すると82.6%となり，飼育経験があ

る人は飼育経験のない人の約4.7倍であった(表3).錦

育したことのある動物で最も多かったのはイヌで，次い

表2 問答者のE毒性

質問

回答者の性別

でネコであった(表 4).動物闘来園田数は. 1留が

42.0%と最も多く，次いでO回の31.0%だった(表 5)

調査を行った施設への来菌回数は O閣の69.4%が最も多

かったが. 1年間に複数回来罰している密答者も存在し

た(表6). 

掩設に来た目的では“イヌとチンパンジーのショーを

酪
一
男
女

ほ
一
抑
制

割合

43.2 

56.8 

3 回答者の尉l笠

質問

「動物を飼育した経験はありますか?J

問答

飼っている

飼ったことがある

飼ったことがない

飼った経験がある

割合

38.5 

44.1 

17.4 

82.6 

ほ
一
抑
制
問
一

m

動物種

表4 現在飼育している動物および以前飼育していた動物

イヌ

ネコ

ハムスター

インコ

キンギョ

ウサギ

その他のげっ歯類

その他の崎乳類

その他の鳥類

その他の魚類

その他

数一

7

6

9

1

3

1

0

3

3

0

2

U
一6
0

5

5

4

4

2

4

9

3

4

s
八
一

4ム

n
L

表5 この 1年間で動物留に来留した回数

質問

「この施設以外の動物留にはこの l年潤に

何回千子きましたか?J 

回答 人数 割合

O回 292 31 

1回 396 42 

2回 123 13 

3回 69 7“3 

4回 28 3 

5凹 12 1.3 

6図 7 0.7 

7回 6 0.6 

8図 4 0.4 

10回 3 0.3 

20回 0.1 

月2から 3白 2 0.2 
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表6 この 1年間で、調査を行った施設に来闘した沼数

質問 回答 人数 割合

O問 637 69.4 

l沼 221 24.1 

2回 33 3.6 

3回 10 1.1 

f今回を除き、この施設にはこの 1年間に 4図 2 0.2 
何回き来ましたか?J 5回 1 0.1 

6図 4 0.4 

10密 7 0.8 

20回 1 0.1 

30回 2 0.2 

表7 来間目的

質問 回答 人数 割合

特定のショー 781 53 

ふれあい 371 25.2 

「この施設にはどんな目的で来ましたか?J 特定の動物 4.8 

色々な動物 204 13.8 

その他 46 3.1 

表8 回答者の考える良くないと思う動物園(複数回答)

質問 図答 人数 割合

動物の種類が少ない 300 12.9 

動物の元気がない 575 24.7 

動物が良く見えない 368 15.8 

j笠厨地施設がない 50 2.2 

動物とふれあえない 282 12.1 
fあなたが考える、 珍しい動物がいない 88 3.8 

くない動物関(魅力のない動物関)J

を選んでください。j
家資がいない 19 0.8 

休息する場所がない 270 11.6 

飲食施設がない 113 4.9 

各動物の説明が不足している 146 6.3 

希少動物の保護施設がない 54 2.3 

見に"との自答が53.0%と最も多く，次いで“動物と触

れ合いに"が25.2%. “特定の動物ではなく色々な動物

を見に"が13.8%となった(表7).

来盟者が良くないと考えている動物園は，複数回答で

は“動物の元気がない"が24.7%と最も多く(表 8). 

「最も良くない動物翻」として単数回答と限定すると

“動物の元気がない"を選択した回答が複数回答に比べ

て45.2%とさらに増加した(表9). 

この施設で飼育されている動物で最も好まれている動

物はクマであった(表10).集計ーでは，動物の好きな特

その他 60 2.6 

{故に関する費問において，“見た目・外見"と“しぐさ・

行動・動き"の両方を選択した場合は“全体"とした.

動物の見た呂が好きな人の11.4%に対して，動物のしぐ

さや行動が好きな人は62.0%と約5.4倍だった(表11)• 

動物への好みの質問では“珍しいが一日中寝ている"が

11.2%であることに比べて“どこの動物園にもいる動物

だが，活発に動く動物"は88.8%と約8倍で、あった(表12). 

展示法への好みの質問では“動物が見えにくくても良

い"という問答者が45.9%. “動物は良く見える方が良

い"という密答者が47.4%とほぼ同様であった(表13). 
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表9 回答者の考える最も良くないと思う動物関

質問 回答

動物の種類が少ない

動物の元気がない

動物が良く見えない

遊園地施設がない

動物とふれあえない

珍しい動物がいない「あなたが考える、

も良くない動物関(魅力のない動物関口

をlつだけ選んで、ください。」
家主著がいない

休息する場所がない

飲食施設がない

各動物の説明が不足している

希少動物の保護施設がない

その他

人数 割合

82 13.2 

280 45.2 

83 13.4 

12 1.9 

56 9 

18 2.9 

2 6.3 

26 4.2 

10 1.6 

16 2.6 

5 0.8 

29 4.7 

表10 この施設で飼育されている動物で最も好きな動物検

この施設で飼育されている最も好きな動物 人数

クマ

ショーにf吏われるチンパンジ~;

イヌ

れ
は日し〕

z
z
n
 

6

6

2

二『}

お
叩
山
口

C

M明
白

お

お

缶

U
U
9
M
H
一認名有国キ

J
B

'
h
B
 

ケンア※
 

不コ

チンノfンジ

ショーにf吏われるイヌ今

サル

カピノfラ

有蹄類

鳥類

その他の霊長類

その他のげっ歯類

その他

表11 回答者が好きな動物の特徴

質問 回答 人数 割合

見た目 101 11.4 

「その動物のどんなところが好きですか?J 
しぐさ 549 62 

全体 193 21.8 

その他 43 4.9 

表12 回答者の動物への好み

質問 回答

珍しいが寝ている

どこの動物閣にも

いるがi舌発l二部Jく

人数

101 

割合

fどちらの動物を見たいと思いますか?J 
800 

11.2 

88.8 
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2. ク口ス集計による解析結果

「動物の飼育環境を野生環境に近づけるために，隠れ

家を作ったり，樹木を増やしたりすると，米国者側から

は動物が見えにくくなります このことについてどう思

いますか?J (展示法への好み)と，その他の質問につ

いてクロス集計を行った.カイ 2来検定により有

(pく0.05)であった項目を以下に示した.年齢との関係

は， 20歳未満と 50代は“良く見える方がl~い"と答え，

却代は“見えにくくて良い"と答える傾向があった(表14)ー

表13 回答者の民不法への好み

PJ rlf] 

「動物の飼育環境を野生環境に近づけるために、

隠れ家を作り、樹木をtfjやしたりすると、楽関え"i'

1H1Jからは動物が見えにくくなります。このことに
ついてどう思いますか?J 

26 

動物とのふれあいや，特定の動物を自的に来i到する人は

“見えにくくて良い"と答える傾向があった(表15).動

物の元気がない，または希少動物の保護施設がない動物

園は良くないと回答した人は“見えにくくて良い"と答

え，動物の種類が少ない，動物が良く見えない，珍しい

動物がいない動物窟は良くないと時答した人は“克える

方が良い"と答える{頃向があった(表16).動物の全体

が好きだという人は“見えにくくて良い"と答え，動物

の兄た日が好きな人は“克える方が良い"と答える傾向

図答 人数 生口時当ム口

克えにくくて良い 410 45.9 

見える方が良い 423 47.4 

その他 60 6‘7 
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があった(表17). 

続いて「珍しいが l日中寝ている動物と， どこの動物

聞にもいるが活発に動く動物のどちらが見たいかJ(好

きな動物のタイプ)とその他の質問についてクロス集討

を行ったカイ 2乗検定により有意 (pく0.05)であった

項目を以下に示した.“どこの動物障iにもいる動物だが，

活発に動く動物"を選択した回答者は， 30代・ 40代.50 

代(表18)，動物の元気がない・動物が良く見えない・

動物と触れ合えない動物園が良くない動物園だと回答し

た(表19)，動物の仕草が好きな人・動物の全体が好き

な人(表20)であった.

表16 展示法への好みと良くないと思う動物反|のクロス集計ー

見えるブiが良い 見えにくくて良い

良くないと思う動物図 人数 割合 人数 説合

動物の種類が少ない 114 43.2 150 56.8 

動物の元気がない 287 56.2 224 43.8 

動物が良く見えない 140 43.2 184 56.8 

動物と触れ合えない 113 45.2 137 54.8 

珍しい動物がいない 26 35.l 48 64.9 

希少動物の保護施設がない 30 60 20 40 

(x 2検定 P<0.05) 

表17 J!l主示法への好みと好きな動物の特徴のクロス集計一

見える方が良い 見えにくくて良い

好きな動物の特徴 人数 割合 人数 割合

見た目 40 44.9 49 55.1 

動き 240 48.7 253 51.6 

全体 87 54.7 72 45.3 

(x 2検定 Pく0.05)

表18 好きな動物のタイプと年齢のクロス集計

「珍しい動物jだが、 「どこの動物闘にもいる動物j

1 Iヨ!初年三ている動物 だが、活発に動く動物

年齢 人数 割合 人数 割合

10未i前 9 16.4 46 83.6 

10ft 10 17.2 48 82.8 

20代 31 16.8 154 83.2 

30代 24 8.9 246 91.1 

40代 12 6.8 164 93.2 

50代 4 4.5 84 95.5 

60以上 10 15.4 55 84.6 

(x 2検定 P<0.05) 
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表19 好きな動物のタイプと良くないと思う動物密のクロス集計

「珍しい動物」だが、 「どこの動物留にもいる動物」

1日中寝ている動物 だが、活発に動く動物

良くないと思う動物園 人数 割合 人数 割合

動物の種類が少ない 35 12.1 254 87.9 

動物の元気がない 53 9.4 508 90.6 

動物が良く見えない 35 9.8 323 90.2 

動物と触れ合えない 26 9.5 247 90.5 

珍しい動物がいない 14 17.3 67 82.7 

希少動物の保護施設がない 11 21.6 40 78.4 

(x 2検定 P<0.05) 

表20 好きな動物のタイプと好きな動物の特徴のクロス集計♂

「珍しい動物Jだが、

1日中寝ている動物

好きな動物の特後 人数 割合

見た目

動き

全体

考察

アンケートの単純集計結果から，来医l者の目的は“チ

ンパンジーとイヌなどのショーを見に"が53%と最も多

かったが，次いで“動物と触れ合いに"“特定の動物で

はなく色々な動物を見に が続いた.このことは，特般

のある動物がいる動物l)rllは人気であるが， どんな動物で

も触れ合えることができる動物園は，来i弱者が魅力を感

じるといえると考えられた.また，元気がない動物が展

示されている動物菌は良くないと考える来隠者が多かっ

たことから，ストレスフルな環境は，異常行動の原因と

なり (4，5) アニマルウェルフェアの観点から問題で

あるが，娯楽施設としての営業聞からも問題であること

が示唆された.同様に，多くの来|玄l者の日的が，動物の

見た目よりもその行部Jであったことから，単調な環境で

はなく刺激のある環境で行動を多様化させる手法 (7，

8) の導入も有効で、あると考えられた.

野生環境を再現した簡育環境に関心がある米関者の特

i践として， 20代で，動物の元気がない動物関は良くない

と考え，動物の全体が好j 動物とのふれあいや，特定

の動物が白的で来l認する人が多かった 一方，野生環境

を再現した動物の飼育環境に関心、がない来弱者は， 20歳

米満もしくは50代，動物の種類が少ない，動物が良く見
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「どこの動物園にもいる動物J
だが、活発に動く動物

人数 割合

75 79.8 

472 90.2 

322 90.4 

(x 2検定 P<0.05) 
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えない，珍しい動物がいない動物閣は良くないと考え，

動物の見た EIが好色“珍しい動物だが1日中寝ている

動物"を好み，動物の飼育経験がない人が多かったさ

らに，野生環境を再現した飼育環境で動物を飼育した場

，鰐育されている動物が見えにくくても良いと考える

来悶者と，見える方が良いと考えている来園者は同数程

度であった. しかし動物が良く見える方が良いと考え

ている来国者でも「工夫次第JI必要であれば仕方な

い」などの意見もあった.また，動物を見つけるのが難

しくなる生態的展示でも，来医!者は動物を煤すことを楽

しんだという報告(14)からも，教育や広報の工夫で対

応することが可能と考えられた.

本TiJf究により，生態的展示により動物体が見えにくく

なっても，その意味を周知することにより野生環境を再

現した動物園動物の飼育環境は 来悶者に受け入れられ

る可能性が示11変されたさらに動物密施設をより魅力の

あるものにするためには 動物本来が持っている行動を

発現させることが重要で、あると考えられた.

要約

動物毘iの飼育環境は，野生環境と比較すると刺激が乏

しいことから，動物が異常行動を発現するなどの問題が

28 



動物園でのアンケート

指摘されている.近年の動物園では野生環境の再現を行

う生態的展示と呼ばれる管理法の導入が試みられている.

しかしこの管理法では，動物が陰に入ってしまい，動物

を自にする機会が極端に減少してしまう可能性があるこ

とから，動物関への来園者が“動物体を見る"ことに重

点をおいている場合は，動物園の利用が減少する可能性

が考えられる.そこで本研究では，動物園来園者が動物

留に求めていることを知るために，動物鋳育と遊園地等

の複合施設においてアンケート調査を行った 調査項目

は(1)来園者の属性に関する項目 (2)動物園の利用

頻震についての項目(3) 来園の目的に関する項目

(4 )来園者が動物留に求めている内容に関する項目と

した. 5日間の来園者数は9548人で，アンケートの回収

数は972人だった解析の結果，動物の餌育環境を野生

に近づけて動物体が見にくくなる環境に関して，見える

方が良いという回答と見えにくくても良いという回答は

ほぼ向数だ、ったまた，動物への好みに関しては，“珍

しいが寝ている動物"よりも，“どの動物闘にもいるが

活発に動く動物"を見たいという四答が多かった
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